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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 
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不破さんは 2 次アタックの為居ない 

 

 

 

 

        リーダーのコメント・・・晴れ男、晴れ女の方々が

混じっていたせいと、皆さんの心がけが天に通じたこともあり、二日

とも穏やかな好天に恵まれ、爽やかな風薫る五月の山旅を堪能するこ

とができました。留守会員の方々も含め、皆様のご協力により全員無

事安全で楽しい登山となりましたことを感謝致します。 

 

 

 

      5 月例会としては初めて 14 名の参加（部外者 4 名含）を得て絶好の登山日和に恵まれて開催、入笠山はゴン

ドラがあり体調に不安がある者や所用のあった者も上手く利用出来たので山頂や P で合流しながらまとまって行動出来た。

心配していた沢入登山口の駐車も出来、新緑の落葉松の下・歩き易い山道を湿原めざし進む、湿原や御所平のすずらん等は

未だ時期が早く何も無い、花を愛でるなら 6～８月が良いようだ。山彦荘前で 1 本立て気合を入れて頂上へ向う、最後のや

や急な小岩場を乗り越えるとひょっこりと山頂へ飛び出す、先着の岩崎組と合流、360°の眺望は素晴らしいの一言、目の前

に大きく八ヶ岳連峰右に目を移すと富士がしっかり頭を見せ甲斐駒など南アが大きく聳える、更には中アの峰々、西方には

御嶽や残雪の乗鞍がどっしりと構えている、やや遠くに穂高や槍もきれいに望め本当に贅沢な眺めだ。ゆっくりしたい所だ

が出発の声で山頂を後にした、程なく不破さんと行き交う。ほぼ計画タイム通り元気に下山、新緑と眺望が最高の一日でし

た。山荘のおもてなし料理についお酒も進んだ。二日目今日も良い天気だ、登山口で皆を降ろし車を LH スキー場へ回す、

今日は起伏の少ない２～３Ｈコースの為ゆったりと出来る、鶯の鳴き声を聴きながら 20 分も登ると稜線に出て振り返ると大

きく蓼科山が聳え、蓼科高原を見下ろす様になる、眺望は昨日と同じ様にアルプスの峰々が望め、気分のよい笹の中のルー

トが北西方向に延びている、赤い屋根の素敵なヒュッテアルビレオ・爽やかな風がほほを撫でていく・真に「ザ・ハイキン

グ」樅の木会の山行に相応しい心安らぐコースと感じました。（SL 記） 

CL；:油井 SL；佐溝 

岩崎、青山、不破、福井、青柳

渡辺勝、渡辺育、竹内、（津上、 

阿南、岡崎 澤田 4 名は部外者） 

 

17 日 快晴 入笠山 

屏風山 PA7：50 全車集結 

沢入登山口 10：52 発 

山彦荘 12：00－12：20 

山頂 13：10－13：30 

山彦荘 14：10 

登山口 14：50 下山 

スキー場 P で 

全メンバー集結 15：20 

蓼科山荘着 16：30 

ゴンドラ利用者 3 名は山頂着 12：20 

刈谷 2H 遅れで発った不破さんは山頂着 14：01 

 

18 日 晴れ 八子ヶ峰ミニ縦走 

女乃神茶屋登山口 9：27 発 

ヒュッテ 10：00 眺望を楽しみながらポレポレと       

東峰 10：20（1869Ｍで八子ヶ峰より高い） 

八子ヶ峰 11：20 

LH スキー場 P12:30 下山 

 

すずらんの湯に入り帰路につき恵那峡 SA で解散 

 

 

 

 新緑と眺望を楽しむ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

15年 5月 17日（日）～ 

5月 18日（月） 

諏訪湖周辺 

5 月 20 日 

佐 溝

******** 

97.04.29 作成  WORD ﾌｫｰﾏｯﾄ     作成者：大矢 
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（ここで三首） 

しらびその林を渡る風清か入笠湿原に花は無けれど（W さん） 

入笠の頂に立ちながむれば四ほう八っ峰百の名山（二首は Y さん） 

うぐいすのこえをききつつクマ笹の音をしのばせ二七ひとゆく 

                 （二七ひと＝14 人の意味） 

 

 


